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※本申請にあたっては、事前に国立情報学研究所の担当者と調整してください。

令和　年　月　日

⼤学等の知を⽣かせる我が国の社会基盤インフラとして利活⽤するための
学術情報ネットワークトライアル利用申請書

国立情報学研究所長　殿

申請者


学術情報ネットワークのトライアル利用について「⼤学等の知を⽣かせる我が国の社会基盤インフラとして利活⽤するための学術情報ネットワークトライアル利用に関する申合せ」を遵守し、別添のトライアル利用について、次のとおり申請します。

	（フリガナ）
	

	機関名（または部署名）
	

	機関（または部署）の
責任者
	所属
	

	
	職名
	

	
	（ふりがな）
	

	
	氏名
	

	
	住所
	〒


	
	E-Mail
	

	
	TEL
	

	
	FAX
	

	トライアル利用担当者
	所属
	

	
	職名
	

	
	（ふりがな）
	

	
	氏名
	

	
	住所
	〒


	
	E-Mail
	

	
	TEL
	

	
	FAX
	



【別添】

学術情報ネットワークトライアル利用計画書[footnoteRef:1] [1:  ※本申請書の作成にあたっては、事前に国立情報学研究所の担当者と調整を行ってください。] 


機関（または部署）名　　　　　　　　　　

トライアル利用担当者　　　　　　　　　　

	トライアル利用の件名


	トライアル利用の目的・概要
トライアルの目的や、⼤学等の知を⽣かせる我が国の社会基盤インフラとして利活⽤するためにどのようなことを実施するのかなど。


	トライアル利用の期間・スケジュール
トライラル利用開始から終了までの全体計画


	トライアル利用における接続構成図・想定帯域等
物理的・論理的接続構成や、やりとりされるデータ、想定される利用帯域、利用帯域の傾向（常時なのか、特定の時期なのか）など。


	関係する機関等
⼤学等の知を⽣かせる我が国の社会基盤インフラとして利活⽤するために連携/利用/接続/協力等を行う機関やデータ等があれば、それらの機関等について、本トライアルでどのような連携等を行うのかわかりやすく記述してください。


	トライアル利用により想定される成果




· トライアル利用の内容の変更が必要な場合は、事前に相談を行い、その指示に従います。
· 利用終了後には、報告書を提出します。また、接続終了に必要な書類の提出や接続機器等の撤去を速やかに行います。
· １年以上のトライアル利用期間の場合、１年ごとに中間報告書を提出します。




